るべ きで ある。 

それ を、 何故、 此の 主義 は、 子 を 奪い 去って、 老い 

た 両親に 涙の 臨終 を 与え、 又 その子 を もほんろ うし 歎 

いま は 

かせ、 やがて は、 淋しい 最後の 床に 送る のであろう か。 

人々 は、 年老い、 遠い昔に 思 を 走せ て 居る 一代 前の 

人々 の 歎き を 理由の ない ものと する かもしれ ない。 

わびしく こぼす 涙 を、 年寄の 涙 もろ さから 自と 流れ 

出る ものと 思いな すか もしれ ない。 

さぐ 

けれ 共、 その 心 を探リ 入って 見た 時に、 未だ 若く、 

よろこび 

歓 に 酔うて 居る 私共で さえ 面 を 被うて、 たよりない 

涙に※ 〔# 「さんず い + 因」、 424-3U ぶ 様になる 程で ある 



けれ 共、 その子 は、 親 を 振 向かなかった。 

同じ 手の 力 を 持ち、 顔の 輝き を 持つ 者 共と 互して、 

夜 は燈の 明るい 賑 いの 中に、 昼 は、 自分の 好きな 事ば 

かり をして 居る の を 知った 時の 悲しみ は 如何ば かりで 

有ろう。 

親 を 顧みぬ。 

1? 故に？ 

我 身の いとし さ 故。 

我に 換 うべき もの はない からと、 その 人々 は 答うる 

で 有ろう。 

斯の 如き 人々 は、 箇人 主義の 胸の 上の 水泡と なって 



物事 を 実践躬行 する 事に 於て 自己 を 完成す る ので ある。 

道徳的 自己 完成 を はかる 事 は、 昔から 自己 完成と 殆 

ど 同意義に 思われて 居る ので は あるまい か。 

斯うして、 私 は、 自己 完成と は 如何なる 方面に 於て 

もな し 得らる る ものと 云 つ た。 

これ を 聞いて、 非常に 危険な 感を 抱く 人が あるか も 

しれない。 

それ は、 自己 完成が 道徳的で ないでも なしとげられ 

る もの だと 云う から、 奔放 は 廃 徳な心 状 を 以てな す芸 

術に 於て 自己 を 完成しても 少 くと も その 当人 は 

そう 自信して 居る 昜 41、 それ は 自己 完成と 云え 様 か。 
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